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�� はじめに

産業の国際競争力確保へ向けて，地域の企業ネットワークか
らイノベーションを創出する仕組み，すなわち地域クラスター
の形成が各国で進められている �石倉  !"．地域クラスターで
は，企業ネットワークの形成が重要とされており，この点にお
いて，パートナーの発見や信頼関係の構築を支援する情報シス
テムへの期待が高まっている �けい  #"．
一方，筆者らは，創造的意思決定を支援する情報システム

の研究を進めている �藤本  $� 庄司  #"．ここで創造的意思決
定とは「インタラクションの過程で接した情報がトリガーとな
り，当初は潜在的であった自分の要求に気づき，理解や納得を
経て意思決定に至る過程」を言う．イノベーション創出は，創
造活動の過程の一種と見なすことができ，かつ，その過程では
企業の意思決定が重要な役割を担う．こうした見方から，創造
的意思決定の考えは，イノベーション創出の過程そのものや，
その支援システムを考えるための基盤を与えうる．
本稿では，イノベーション創出について，組織創造の過程，

すなわち複数企業が新しい連携を組織する過程に着目し，創造
的意思決定の考えに立脚してそのダイナミクスを論じる．第 %

章では，企業の意思決定過程に着目した ����モデルを提案
する．そして，イノベーション創出へ向けた意思決定は，知識
の創造と組織の創造を伴うことを論じる．第 ! 章では，知識
と組織が創造されるダイナミクスを創造的意思決定の考えに立
脚してモデル化する．そして，このモデルに基づいて，創造的
意思決定の支援システムに求められる機能を論じる．

�� イノベーション創出のシナリオ

��� 企業ネットワークと連携体
図 & に地域クラスター政策によるイノベーション創出のシ

ナリオを示す．地域クラスター政策では，情報提供事業，発表
会・展示会開催事業，コーディネータ配置事業といった政策事
業により，企業ネットワーク '共同で事業を行う程度にお互い
を信頼した関係の総体(を構築する．こうした企業ネットワー
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クは，新しい連携を生むための土壌となり，結果としてイノ
ベーション創出機会を増大させる．地域クラスター政策のアプ
ローチは，企業間の連携が起こりやすい環境を構築するもので
あり，そこでの狙いは，多様な連携体がダイナミカルに形成さ
れるプロセスを促進することにある．
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図 &) 地域クラスター政策事業によるイノベーション創出

��� ����モデル
���� モデルは，イノベーション創出のシナリオを企業の

意思決定に着目してモデル化したものである．���� モデル
では，企業（あるいは関連機関）は研究成果や市場ニーズ等に
関するビジネス情報をキャッチする '��	
�(．情報をキャッチ
した企業は，その内容が有望であると判断した場合，自分の
もつネットワークを使って事業パートナーを集めて連携体の形
成を試みる '��	���(．集まったパートナーの間で議論が繰り
返され，場合によっては追加でパートナーを集めたり，パート
ナーが離脱したりする '��	���
	��� ��
 ��	���(．こうした過
程を経て事業計画が構築され，残ったパートナーの間で共有さ
れる．この事業計画に従って，パートナーの一部が中心となり
事業が実行に移される '�
	���(．その後，事業推進の過程で
も議論が繰り返される（��	���
	��� ��
 �
	���）．
���� の過程には % つのレベルの創造がある．一つは

「��	
�+��	���」をベースにする「組織の創造」であり，もう
一つは「��	���+��	���
	���」をベースにする「知識の創造」
である．このうち，後者の創造は，知識創造論 �野中 0$"で扱
われる範疇であり，暗黙知と形式知の相互変換という見方に帰
着される．一方，前者の創造は，連携体が創造される過程，す
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なわちどのようなパートナーを選ぶかというレベルでの創造を
指す．知識の創造では，個人のなかに新しい知識が形成され，
組織の創造では，社会のなかに新しい組織が形成されることに
なる．イノベーション創出には，知識の創造と組織の創造の %

つのプロセスを加速・促進するという視点が重要となる．
���� モデルでは，企業の意思決定として，パートナー招

集 '��	���(と新事業実行 '�
	���( の %つがある．本稿では，
組織創造により関連の深いパートナー招集の意思決定を取り上
げて論じる．

�� 知識の創造と組織の創造のダイナミクス

��� ダイナミクス
パートナー招集の意思決定問題を，不確実な状況下での意

思決定問題 � 3��� ��4 � として以下のように定式化する．

� イノベーションに到達した状態の集合をイノベーション
ゴール集合と呼び，3 5 ���� � � � � ��� と表す．イノベー
ションゴールは，例えば，技術シーズと市場ニーズの組
み合わせの張る空間という形で定義される．

� ある企業にとってのパートナー候補の集合をパートナー
選択肢と呼び，� 5 ���� � � � � ���と表す．パートナー候
補は，他企業や研究機関であったり，弁護士・弁理士あ
るいは産業支援機関であったりする．%�&節に論じた企業
ネットワークの構築は，各企業のパートナー選択肢のサ
イズを大きくしようというものである．

� ある企業がパートナー集合 � � � と連携したとき，イノ
ベーションゴール �が達成される見込みを確率分布 �'���(

と表す．
� ある企業がパートナー集合 �との連携により，イノベー
ションゴール � を達成したとき得られる利益を効用と呼
び，4 ) '�� �(� �

�と表す．

意思決定問題 � 3��� ��4 �について，合理的意思決定は，
選択肢�や，着目する状態3は固定的に存在し，そのうえで
最善なパートナー候補を選択するという考えに立脚する．例え
ば，効用の期待値 4'�� �(�'���(を最大化するパートナー候補
�を選ぶという決定規則が議論される．しかしながら，現実に
は，全ての企業が必ずしも豊富なパートナー候補をもつとは限
らないし，また，可能なイノベーションゴールを具体的に有し
ているとも限らない．パートナー候補は，イノベーションゴー
ルへ向けた活動の中で見つかり，また，パートナー候補のバリ
エーションが増えることにより，新たなイノベーションゴール
の可能性が見える．このように，パートナー招集の意思決定問
題は，� 3��� ��4 �を静的に捉えるのではなく，外界とのイ
ンタラクションにより各要素が再構成される過程としてモデル
化されるのが自然である．このように，意思決定問題が再構成
されるプロセスに着目するのが創造的意思決定である．
創造的意思決定の考えからみた，パートナー招集の意思決

定過程を図 % にまとめる．図において，意思決定主体は，ビ
ジネスに関連する情報源からの情報収集や，連携体とのインタ
ラクションを通して，意思決定問題を再構成する．この再構成
を経て，適切なパートナー候補が選ばれ，新たな連携体が構成
される．意思決定主体のなかでは，知識の創造，すなわち，意
思決定問題の再構成が行われ，社会のなかでは，組織の創造，
すなわち，連携体の形成が行われる．創造的意思決定の考えか
らは，知識の創造と組織の創造は，以上のダイナミクスとして
モデル化される．
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図 %) 知識創造と組織創造のダイナミクス

��� 情報システムに求められる機能
パートナー招集の創造的意思決定を支援する情報システム

には，次の !つのレベルの機能が求められる．

&� 知識創造支援：意思決定問題 � 3��� ��4 �を静的なレ
ベルで管理．

%� 組織創造支援：��	
�，��	���，��	���
	���の環境を提供．
!� ダイナミクス支援：適切な意思決定問題への収束を動的
なレベルで管理．

知識創造支援については，意思決定支援システムに関する従来
の技術を利用できる．組織創造支援については，情報検索やコ
ミュニティ支援の技術が中心的役割を果たす．ダイナミクス支
援については，意思決定問題の再構成の過程が不毛なループに
陥った場合，それを検出してそのループから抜け出すアドバイ
スを行うなど，イノベーション創出へ向けて適切にナビゲート
する機能などが求められる．

�� おわりに

本稿では，イノベーション創出について，組織創造の過程に
着目し，創造的意思決定の考えに立脚してそのダイナミクスを
論じた．筆者らは，これまでに，就職活動という領域において
創造的意思決定支援システムの一形態を考案し，運用実験によ
りいくつかの知見を得た．今後は，これまでに得られた知見を
もとに，地域クラスター形成における創造的意思決定という文
脈でも研究を発展させていきたい．
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